
 

第４表の１ 

                                                     学校名 昭島市立清泉中学校   

 

    (２)各教科、道徳科、総合的な学習の時間、特別活動等の年間指導時数配当表 

    学  年 

 区  分 １ ２ ３ 

各 

 

 

 

 

 

教 

 

 

 

 

 

科 

国          語 １４４ １４４ １０７ 

社          会 １０９ １０９ １４２ 

数          学 １４４ １０９ １４２ 

理          科 １０９ １４４ １４２ 

音          楽 ４８ ３８ ３７ 

美          術 ４８ ３８ ３７ 

保   健   体   育               １０８ １０８ １０７ 

技 術 ・ 家 庭               ７３ ７３ ３７ 

外 国 語 （  英 語  ）               １４３ １４４ １４２ 

小       計 ９２６ ９０７ ８９３ 

道     徳     科 ３８ ３８ ３６ 

総 合 的 な 学 習 の 時 間              ５３ ７３ ７１ 

特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）              ３８ ３８ ３８ 

総           計 １０５５ １０５６ １０３５ 

選 

 

択 

 

教 

 

科 

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 

保健体育 技術･家庭 外国語（英語） 
０  

 

 

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 

保健体育 技術･家庭 外国語（英語） 
 ０  

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 

保健体育 技術･家庭 外国語（英語） 
  ０ 

備                考 

ア １単位時間 

       1単位時間を50分とする。 

イ 特別活動 

  ・生徒会活動に充てる時間は、年間を通して５時間とする。 

    一年生を迎える会（２） 生徒総会（１） 生徒会役員選挙（１） 

   また、年2回の生徒会主催の美化活動をＰＴＡとの合同行事として実施する。 



 

第４表の２   

                                                     学校名 昭島市立清泉中学校  

 

備                考 

・学級活動の時間は、毎週月曜日に設定し、年間を通して 35 時間以上にわたって実施する。 

 ・委員会活動（常任委員会・特別委員会等）を充実させ、生徒の自治活動を推進し、自主的な態度

や自治的能力、責任感、協調性、健全な生活態度を育成する。 

 ・運動会や合唱コンクールを通して、望ましい人間関係を醸成し、集団への所属感や連帯感を深め、

協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的な態度を育成する。 

 ・校外学習、移動教室、修学旅行等において体験的活動を取り入れ、総合的な学習の時間との関連

を図る。 

 ・学校活動支援員や部活動指導補助員・部活動指導員を活用するなど、生徒の自主的、自発的な活 

動である部活動を積極的に推進し、責任感、連帯感の涵養や、望ましい人間関係の醸成を図る。 

ウ 選択教科 

実施しない 

エ その他 

  ・週授業時数は 29 時間を基本として設定し、授業時数の確保に努める。 

  ・時間割を年間２回作成し、年間を通して 35 週で割り切れない教科時数に対応する。 

  ・夏季休業日の短縮、土曜日の学校公開、開校記念日を授業日に設定することで、授業時数を確

保する。 

  ・夏季休業中に補充学習を全学年５日程度実施し、基礎学力の定着、学力向上を図る。 

    ・オリンピック・パラリンピック教育推進校としての取り組みを通して、各教科等において自国

文化の良さについて学び、伝える表現力を培う。 

 ・幅広い知識、豊かな言語感覚を身に付ける取り組みの一環として、10 分間の「朝読書」や「朗

読読み聞かせ」を全学年で実施する。 

 ・授業アシスタント、学習教室支援スタッフ、学校活動支援員等を活用して、一人一人の生徒の

実態に応じたきめ細やかな支援の充実を図るとともに、学習支援室支援員を活用して、特別な

支援を必要とする生徒への教育支援の推進を図る。 

 


